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浜松市南部を流れる馬込川水系の高塚川流域では，地形的な要因や高度成長期以降の急

速な宅地化進展による保水力の低下等により度々浸水被害に見舞われており，近年でも平

成27年9月の台風18号接近に伴う豪雨において，浸水被害が発生している．この浸水被害

に対し，静岡県・浜松市の関係分野の行政機関が連携し策定した「緊急に実施する行動計

画(アクションプラン)」の取り組みについて発表する． 
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１．アクションプラン検討の経緯 

 平成２７年９月の台風１８号接近に伴う豪雨では，浜

松市南部で広範囲に浸水被害が発生し，市内全体で床上

浸水２２戸，床下浸水９６戸におよぶ大きな被害が発生

した．この中で浜松市南部の低平地において海岸線と平

行して流れる新橋1号排水路及び篠原１５号排水路（通

称高塚川）の流域では，床上浸水１６戸，床下浸水７１

戸と大きな被害が発生し，合流する静岡県管理の二級河

川馬込川においても松江水位観測地点では３年連続で，

はん濫危険水位を超過し，市内に避難勧告が発令された．     

このように，近年の局地的豪雨の頻発とともに水位の

上昇頻度が高まっていることから，当流域においても甚

大な浸水被害の発生がこれまで以上に危惧される状況と

なった． 

高塚川流域の浸水被害は，馬込川の水位が上昇しやす

いことに加え，河川の流下能力が十分でないことや，宅

地化の進展による流域の保水能力の低下など，様々な要

因が関係していると考えられる．このため，河川だけで

なく，農地，都市計画，公園など関係機関が連携し総合

的な浸水対策に取組む「浜松市南部（馬込川下流域）総

合的治水対策推進協議会」平成２７年１１月５日に設立

し，検討を行うこととなった． 

写真 流域図 

２．流域の概要・被害状況 

(1) 高塚川流域の概要

 高塚川は新橋１号排水路及び篠原１５号排水路の普通

河川で構成されており，河川延長約６㎞，流域面積は約

７㎞2である．  
流域内には，東海道新幹線，ＪＲ東海道線，国道２５

７号等の主要交通網や，広域避難地に設定されている可

美公園等の防災上拠点となる施設が設置されている．

図-１ 河川位置図 

(２) 成り立ち

江戸時代に作成された浜松領分絵図では，現在の高塚

川流域は「蓮池」と記載されており，周辺の沼や水路を

通じて馬込川に繋がっていた．その後，明治初期の金原

明善翁の治水事業などによる天竜川治水の効果や，湿地

帯での新田開発により「蓮池」が縮小し池が分割されて

いった．その後，昭和２５年から３４年の県営かんがい

排水事業で，馬込川からの用水幹線の整備とともに，

「蓮池」と「沼田池」を結ぶ高塚川（西部排水路），
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「沼田池」と馬込川を結ぶ田尻排水路が整備され，田尻

排水機場が整備されている．その後も，「蓮池」及び

「沼田池」の干拓が行われ，概ね現在の形となっている．

また，流域の地形は治水地形分類図に示されるように

高塚川は遠州灘沿岸に形成された砂丘列の間の低地部を

流下しており，地盤高は周辺部に比べ相対的に低い地形

的特徴がある．

図-2 浜松領分絵図 

図-3 明治32年の流域状況 

図-4 平成18年の流域状況 

図-5 治水地形分類図 

(３) 流域内の土地利用 

流域内は一部を除きほとんどが市街化調整区域となっ

ている．昭和４７年時点では水田が多く広がっていたが，

昭和５０年代以降，宅地化が進み，高塚川沿川にも住宅

等が多くなっている．

写真 流域の土地利用比較 

３．浸水被害の原因分析 

(1) 降雨分析と浸水状況 

平成２７年９月７日から８日の降雨での馬込川流域に

おける流域平均雨量は１１０．３㎜/4ｈｒ（確率評価：
１／２０規模）であり，馬込川の現在の施設規模（１／

３）を上回る降雨であった．

また，高塚川流域の流域平均雨量は２１８．８㎜/24hr
（確率評価：１／１０規模）であった．更に精度向上の

ため，ＸバンドＭＰレーダーでの雨量記録を分析すると，

４７．２ ㎜/60min（確率評価：１／２規模）であり，
局所的に強い雨が発生していたことがわかった．

図-6 浸水被害の状況 

(２) 原因分析 

a) ポンプ排水量 

 馬込川合流点に設置されている田尻排水機場の稼働実

績より，９月７日から９日までの排水量は，最大能力６．

６ｍ3/S稼働，想定される総排水量は４７５，０００ｍ3
であった．ただし，ポンプ運転に関して，明確な運転

ルールが定められていなかったことから，正確な排水量

把握は困難な状況であった．
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ｂ) 河川の特性 

 高塚川と近隣他河川を比べたところ，高塚川の縦断勾

配は１／１０，０００と他河川より極端に河床勾配が緩

く，洪水時の流速が小さいため，排水に時間を要するこ

とが考えられた．

図-7 近隣他河川との比較 

ｃ) 河道の流下能力 

 高塚川の現在の流下能力は，２年確率降雨に対して不

足している状況に加え，水路内には藻や水草が繁茂して

おり，一層の流下を阻害していると想定された．

図-8 高塚川現況流下能力図 

(３) シミュレーションによる要因分析 

 今回，浸水シミュレーションを実施して，浸水の広が

り方，浸水発生場所の把握を行った．

図-9 シミュレーション概要 

このシミュレーションを用いて原因分析を行ったとこ

ろ，田尻排水機場の排水能力はポンプ設置時の能力６．

６㎥/Sに対し，シミュレーションでは約４．０ｍ3/S程度
であると推定され，経年劣化等による能力が低下してい

る可能性がわかった．

図-10 H27.9.7～8浸水区域調査図 

図-11 4.0㎥/Sと6.6㎥/Sのシミュレーション比較 

(４) 浸水原因の考察 

 上記までの原因分析をまとめると，流域の浸水原因は

以下のとおり考察される．

①長時間降雨により，馬込川水位が上昇し高塚川からの

自然排水が出来にくい状況であった．

②高塚川は農業用排水路として整備されたために，河川

断面は小さく流下能力が不足していた．

③高塚川の勾配は緩く，藻・水草も生い茂り流れにくい

状況にあった．

④排水機場のポンプは老朽化し，排水能力が不足してい

た．

⑤流域内の宅地化により，田畑に貯留・浸透していた雨

がすぐに，川へ流入するようになっていた．

図-12 浸水原因分析結果（イメージ） 

４．アクションプランの検討 

(1) 対策の方向性 

 対策を検討する上で，現在ある計画との整合を図る必

要があることから，以下の計画との整合を図った．

①「馬込川水系河川整備基本方針」及び「河川整備計画

(策定中)」との整合．
②浜松市が管理する河川の整備方針・整備目標を定めた

「浜松市川づくり計画」との整合．
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③農地湛水の防除を目的とした「湛水防除計画」との整

合．

(2) 目標の設定とコンセプト 

a)目標
 アクションプランでは，高塚川流域全体でのハード対

策及びソフト対策を組み合わせ，総合的な浸水被害軽減

に取組み，今後１０年を目途に近年被害最大降雨である

平成２７年９月７日～８日降雨規模に対し，床上浸水を

概ね解消することを目標とした．

b)コンセプト
 高塚川流域でハード対策として河川や排水機場等の能

力向上を目的とした「洪水処理施設等の整備と維持管

理」，流域からの流出量を抑制する「流出抑制対策」，

「浸水被害軽減のためのソフト対策」の３点を基本方針

とし，上下流バランスを考慮し対策を実施することとし

た．

図-13 対策の全体イメージ 

(3) 対策メニューの設定 

対策メニューは各部局より提案された１０項目のハー

ド対策，８項目のソフト対策の合計１８項目を設定した． 

図-14 代表的な対策メニュー 

(4) 対策メニューの効果 

対策の実施効果をシミュレーションにより検証した結

果，目標である高塚川流域内の床上浸水被害が解消され

ることが確認できた．また，地点別の効果に着目し検証

したところ，浸水が残る箇所においても浸水時間，浸水

深の大幅な軽減効果があることがわかった． 

図-15 シミュレーションによる効果検証 

図-16 地点別の対策効果 
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５．まとめ

 平成２７年９月豪雨の発生から協議会を設立し，平成

２９年３月のアクションプラン策定に至るまでの課題を

以下に示す．

①農業用として利用している高塚川に対しての，効果的

な治水対策の検討．

②アクションプランの目標設定の考え方．

③高塚川の治水計画が無い中での，アクションプランの

策定．

④流域内の宅地化の進展に対する対応．

⑤シミュレーションの精度向上にむけた，詳細情報の確 

 保．

なお，本アクションプランにおける対策は，現時点に

おいて考えられる対策であり，今後も対策メニューの具

体的な実施方法や各関連部局との調整を行いながら進め

ていく必要がある．引き続き協議会を開催し，PDCAを
実施し目標達成にむけ取組んでいく．


